
１　学力向上を図るための全体計画
練馬区立貫井中学校

　　〈学習指導〉 　　〈生活指導〉
・授業内容の改善 ・人間尊重の精神を基調とする指導
・学習習慣の確立と指導体制や方法等の工夫・改善 ・教員と生徒の信頼関係に基づいた指導

・基本的な生活習慣と規範意識の定着
・互いの人格と個性を尊重する態度の育成
・主体的に進路を選択できる能力の育成

       ＜学校経営方針＞

＜各教科の指導の重点＞ ＜道徳教育の指導の重点＞

・生命の尊さを尊重し、思いやりのある心を育成す
  る。
・人間としての生き方に関する考えを深め、道徳
  的実践力を高める。
・自己を見つめて向上心をもって生活する習慣を
  身に付けさせる。

＜特別活動の指導の重点＞

（生徒の実態）
・素直で明るく、温和である。
・自主性と協調性がある。
・判断力と実践力がある。

（地域・保護者の願い）
・素直で健康な体の育成
・基礎学力の定着と主体的に学ぶ態度の育成
・思いやりの心の育成

＜学校教育目標＞

  子どもたちが、知性、感性、道徳心や体力を育み、
人間性豊かに成長することを願い、
○ 互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある
　　人間
○ 社会の一員として、社会に貢献しようとする人間
○ 自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人間
の育成に向けた教育を重視する。

・集団の一員としての自覚をもち、互いに協力し
  て、自己の責任を果たす態度を身に付けさせ
  る。
・自主的、実践的な活動を通して、自己を向上さ
  せる意欲や態度を育てる。

　保護者や地域の期待に応え、生徒の個性や能力を尊重し、国家や社会の形成者として必要とされる基本的な資質を
養う学校を目指す。

　    　確かな学力

＜総合的な学習の指導の重点＞

・指導と評価の一体化
・個に応じた指導の充実

・生徒一人一人に基礎的・基本的な内容を確実
  に身させる。
・学習に対する興味・関心を把握し、意欲を高
  め、自ら学び自ら考える習慣を身に付けさせる。
・体験的な学習や問題解決的な学習を重視し、
  生徒一人一人の学習意欲を高め、個性や能力
  を伸ばす。

・地域や社会の様々な実態や課題に気付き、共に生
 きるために、自ら考え、主体的に判断して課題を解決
 しようとする態度を養う。
・課題解決的な学習や体験的な活動、発表活動等を
 通して、学び方や考え方を身に付け、自己の生き方
 を考えることができるようにする。

・小中、九年間を見通した全体指導計画に沿っ
  て、発達段階に応じた進路指導を継続的に行
　う。
・職業調べ、職業体験等を通して、望ましい勤
  労観、職業観の育成を図る。
・保護者との連携を密にしていく中で、生徒理解
  を深め、生徒一人一人の将来を見据えた適切
  な進路指導を行っていく。
・自己を見つめ、社会との関わりの中で自己実
  現ができる能力や態度を育てる。
・将来の生き方を考え、主体的に進路を選択で
  きる能力を身に付けさせるとともに、自立する
　態度を育てる。

・保護者と連携して、家庭学習習慣を身
  につけさせる。
・地域の教育力を取り入れた授業を積
  極的に実施する。
・保護者による学校評価アンケートを実
  施し、学校運営や授業改善に生かす。

・連携小学校との連絡協議会を活性化さ
  せ、生徒の情報交換を密にする。
・海外派遣生徒の体験を、連携の小学校
  で児童に説明をし交流の場とする。
・小学校での学習内容を踏まえ、中学校の
  学習内容のオリエンテーションをしながら
　スムーズに授業に入れるようにする。
・職業体験では連携小学校も体験場所の
  一つとして交流を図る。

　　学力向上を図るための全体計画(平成２５年度）

＜練馬区教育委員会の教育目標＞

＜東京都教育委員会の教育目標＞

　教育基本法の精神にのっとり、人間尊重の精神
を基調とし、学校・家庭・地域社会との緊密な連
携のもとに、心身ともに健康で知性と感性に富
み、人間性豊かな子供の育成を図る。

＜学校の実態＞

   心身共に健康で、人間性豊かな
生徒の育成を目指して、次の教育
目標達成に努める。
      よく考える人
 　  思いやりのある人
 　  実践する人

小中一貫教育の視点

・生徒の主体的な学校生活への取り組
  みを重視する。
・体験的な活動、問題解決的な学習を
  重視する。
・貫井図書館と連携し学校図書館を活
  用し読書活動を推進する。

・生徒理解を深め、個に応じた指導の充
  実を図る。
・各教科での教員相互の授業研究や、
  研究授業を通して、授業改善を図る。
・教員の特別支援教育に関する専門性
  を高め、適切な教育的支援を行う。
・新学習指導要領を踏まえた研究や研
  修の充実を図る。

・評価規準を明確にし、指導と評価の一
  体化を図り、肯定的な評価の工夫を
  行って生徒の学習意欲を高める。
・生徒による授業評価アンケートを実施
  し、授業改善に生かす。

＜生活指導の指導の重点＞
・生徒一人一人の理解に努め、信頼関係を確立するために、教
  師と生徒の触れ合いを深めていく。
・スクールカウンセラーや心のふれあい相談員との連携を強化
  し、教育相談体制の充実を図り、不登校やいじめの問題の早
  期発見と早期解決、未然防止にあたる。
・教育活動を通して、より円滑な人間活動を築かせ、いじめ防止
  に繋げるとともに「いじめ防止ポスター」「いじめ撲滅宣言」など
  生徒会を中心とした啓発活動を推進する。
・問題行動の予防と解決に向けて学校サポートチームを設置
  し、外部機関との連携や校内での連絡調整を行う。
・礼儀や言葉遣い等の基本的生活習慣を身に付けさせる。
・性に関する指導は、全体計画に基づき養護教諭を中心に、心
  身の発達段階を加味し適切な指導を進めていく。
・情報モラル教室、防災教育、喫煙防止指導、薬物乱用防止
指
  導、交通安全指導を、保健指導、セーフティ教室を活用して
保
  護者、地域、関係諸機関との連携のもとに規範意識を育てる。
・食に関する理解を深め、望ましい食習慣を身に付けさせるとと
  もに、食を通して好ましい人間関係を築かせるよう食育を推進

＜本校の授業改善に向けた視点と工夫＞

＜進路指導の指導の重点＞

教育課程編成 校内の研究や研修 評価活動 家庭や地域との連携
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